
学校運営協議会 会議実施報告書 

 

１ 会 議 名  岐阜清流高等特別支援学校運営協議会  （第３回） 

 

２ 開催時期  令和３年３月 

 

３ 開催方法  書面決議 

 

４ 参 加 者  委  員  清水 達郎    芥見南自治会連合会会長 

                            伊藤 知子    株式会社十八楼女将 

                            大倉 美江    すまいる工房株式会社代表取締役 

                            林  武     岐阜県老人福祉施設協議会副会長 

                            五十川 勝也   芥見東身体障害者福祉協会会長 

              佐々木 ひなゑ  芥見東自治会連合会会計 

              土屋 明之    障がい者芸術文化支援センターセンター長 

              塚原 公乃    岐阜清流高等特別支援学校ＰＴＡ会長 

                                                                    

              学 校 側    青山  孝      校長 

                         服部 秀明      教頭 

                            山田 理嗣      部主事 

              下野  修    事務長 

              横田  真    教務主任 

三橋 正康    生徒指導部長 

北川 百合    進路指導部長 

吉田  徹    保健安全部長 

齋藤  律    支援部長 

磯村 明日香   渉外部長 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

（１） 令和２年度学校運営目標に対する取組状況について 

○ 職業自立・社会自立を実現するための実践的な教育の推進 

○ 身を守るための教育の推進と危機管理体制の構築 

○ 地域や企業との連携強化 

○ 働き方改革の推進と保護者との連携強化 

意見１：コロナ禍で計画通りに実施できなかったことも多数あったと思うが、現場実習

も無事に終え就労に繋げられたことはとても良かった。 

意見２：教職員の働き方改革の効果も数値に表れ、意識改革ができているようだ。 

意見３：生徒達が卒業後に社会人として自立するため、カリキュラムが丁寧に編成され、

実践されている。 

 

（２） 令和２年度自己評価について 

○ 今年度の学校運営目標に対する成果と課題 

意見１：懇談日数を増やし保護者との連携を深めることができ大変よい。 

意見２：コロナ感染拡大防止のため、オンライン学習等のＩＣＴ活用により、新しい学



び方が推進できてよかった。 

意見３：さらにＩＣＴ活用を推進し、生徒達の自立に向けた取組を期待する。 

 

（３） 令和２年度卒業生の進路状況・資格取得・部活動取組について 

○ 卒業生の進路先、資格取得・部活動取組結果の報告 

意見１：今年度も、卒業までに 3年生全員の進路先が決まり、取組の成果があがってい

る。 

意見２：コロナ禍で部活動などが十分に実施できなかったと思うが、その中でも頑張っ

た姿が結果に表れている。 

 

（４） 専門コースの新製品価格設定について 

〇 新製品の価格決定について説明 

意見１：多くの新製品を続々と考案しており、素晴らしい。 

意見２：ハーバリウムは、今どきでとてもおしゃれである。ほろほろクッキーは、お年

寄りの方でも食べていただける製品である。 

 

（５） 生徒指導規程について 

〇 「高校生らしい」「高校生として」という表現を削除 

○ 制服規定について、男女表記の削除 

○ 学校管理外の規程の削除 

意見１：時代に沿うよう生徒指導規程の見直しをされたということは、とても大切なこ

とである。 

意見２：生徒の生きづらさや窮屈さを理解し、個性を大切にする見直しは必要である。 

意見３：スマートフォン・携帯電話の利用に関して、適切な利用規制は必要である。生

徒の実態に即した運用面の指導をお願いしたい。 

（６） 令和３年度学校経営目標について 

〇 職業自立・社会自立を実現するための実践的な教育の推進 

○ 家庭や地域社会と連携・協力する開かれた学校運営の推進 

○ 生き生きと働くための働き方改革の推進 

意見１：教職員の働き方改革を引き続き推進し、教職員が余裕をもって生徒一人一人と

向き合い指導・支援できることが大切である。 

意見２：開校からこれまでの実践を振り返り、開校５年目も「進め清流」の精神で取り

組んでほしい。 

意見３：ウィズコロナの新しい生活様式の中で、生徒一人一人が主役となれるように学

校運営を進めてほしい。 

 

６ 会議のまとめ 

・令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、これまでと同様の学習活動が実施で

きなかったが、知恵を絞り生徒の学習保障がなされていたとの評価をいただいた。 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を徹底して行い、安心安全な学校運営がなされて

いたとの評価をいただいた。 

・各専門コース新製品の価格設定について適正であるとの承認を得た。 

・令和３年度の学校運営方針の方向性について承認を得た。 


